
2－1 

 

 

 

 

 

 

精神障害の現状（患者数、傷病手当金の状況、自殺者数） 

 

 

 

１ 精神疾患を有する総患者数の推移（入院・外来別） 

２ 精神障害の患者数の推移（全体・男女別） 

３ 精神障害の患者数の推移（65 歳未満・男女別） 

４ 精神障害の患者数の推移（外来・年齢階層別） 

５ 傷病手当金受給者件数に占める「精神及び行動の障害」の割合 

６ 傷病手当金受給者件数に占める「精神及び行動の障害」の割合（年齢階層

別） 

７ 職業別自殺者数の年次推移 

８ 被雇用者・勤め人の自殺者数の推移（年齢階層別） 

９ 自殺者総数のうち、勤務問題を原因・動機の１つとするものの割合の推移 

10 勤務問題を原因・動機の１つとする自殺者数の推移（職業別） 

11 勤務問題を原因・動機の１つとする自殺者数の推移（年齢階層別） 

12 勤務問題を原因・動機の１つとする自殺者数の推移（原因・動機詳細別） 

 

  

資料２ 



2－2 

 

１ 精神疾患を有する総患者数の推移（入院・外来別） 

 

（資料出所）厚生労働省「患者調査」より厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部で作成した

数値。 

（注１）精神障害者の数は、ICD-10 の「Ⅴ精神及び行動の障害」から知的障害（精神遅滞）を除

いた数に、てんかんとアルツハイマーの数を加えた患者数に対応している。 

（注２）平成 23 年の調査では、宮城県の一部と福島県を除いている。 

（厚生労働省「精神障害にも対応した地域包括ケア 

システム構築のための手引き（2020 年度版）」） 
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２ 精神障害の患者数の推移（全体・男女別） 

 
（資料出所）厚生労働省「患者調査」より厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部で作成した数

値。 

（注１）精神障害者の数は、ICD-10 の「Ⅴ精神及び行動の障害」から知的障害（精神遅滞）を除

いた数に、てんかんとアルツハイマーの数を加えた患者数に対応している。 

（注２）平成 23 年の調査では、宮城県の一部と福島県を除いている。 

（注３）割合は、小数点第四位以下を切り捨てした数値。 

（内閣府「障害者白書」令和３年、平成 30 年、平成 27 年） 

 

３ 精神障害の患者数の推移（65 歳未満・男女別） 

 

（資料出所）厚生労働省「患者調査」より厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部で作成した数

値。 

（注１）精神障害者の数は、ICD-10 の「Ⅴ精神及び行動の障害」から知的障害（精神遅滞）を除

いた数に、てんかんとアルツハイマーの数を加えた患者数に対応している。 

（注２）年齢が不詳なものは患者数に含んでいない。 

（注３）四捨五入で人数を出しているため合計が一致しない場合がある。 

（内閣府「障害者白書」令和３年、平成 30 年、平成 27 年）  
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４ 精神障害の患者数の推移（外来・年齢階層別） 

 

（資料出所）厚生労働省「患者調査」より厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部で作成した数

値。 

（注１）平成 23 年の調査では、宮城県の一部と福島県を除いている。 

（注２）四捨五入で人数を出しているため、合計が一致しない場合がある。 

（内閣府「障害者白書」令和３年） 
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５ 傷病手当金受給者件数に占める「精神及び行動の障害」の割合 

 

（全国健康保険協会「現金給付受給者状況調査報告」） 
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６ 傷病手当金受給者件数に占める「精神及び行動の障害」の割合（年齢階層

別） 

 

（全国健康保険協会「現金給付受給者状況調査報告」） 
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７ 職業別自殺者数の年次推移 

 

（資料出所）警察庁の自殺統計原票データに基づき厚生労働省で作成。 

（注）無職者には、主婦、失業者、年金・雇用保険等生活者、その他の無職者等が含まれる。 

（厚生労働省「過労死等防止対策白書」令和３年版） 
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８ 被雇用者・勤め人の自殺者数の推移（年齢階層別） 

 

 

（内閣府「自殺対策白書」平成 24 年版～平成 27 年版） 

（厚生労働省「自殺対策白書」平成 28 年版～令和３年版） 
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９ 自殺者総数のうち、勤務問題を原因・動機の１つとするものの割合の推移 

 

（資料出所）警察庁の自殺統計原票データに基づき厚生労働省で作成。 

（厚生労働省「過労死等防止対策白書」令和３年版） 
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10 勤務問題を原因・動機の１つとする自殺者数の推移（職業別） 

 
（資料出所）警察庁の自殺統計原票データに基づき厚生労働省で作成。 

（注）無職者には、主婦、失業者、年金・雇用保険等生活者、その他の無職者等が含まれる。 

（厚生労働省「過労死等防止対策白書」令和３年版） 
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11 勤務問題を原因・動機の１つとする自殺者数の推移（年齢階層別） 

 

（資料出所）警察庁の自殺統計原票データに基づき厚生労働省で作成。 

（厚生労働省「過労死等防止対策白書」令和３年版） 
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12 勤務問題を原因・動機の１つとする自殺者数の推移（原因・動機詳細別） 

 

（資料出所）警察庁の自殺統計原票データに基づき厚生労働省で作成。 

（厚生労働省「過労死等防止対策白書」令和３年版） 
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